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調査研究実績 

の概要○○○ 

ネットワーク上の全ての端末に同じ情報を送信する放送型情報配送方式は，無線LAN端末

を用いたアドホックネットワーク等で使われている．一般的な放送型情報配送方式では，パケッ

トを受信した全ての端末が通信可能な範囲へ中継転送を行う"フラッディング"と呼ばれる手法

が用いられている．本研究では，感染症モデルを用いて，確率的に転送を行う確率的フラッデ

ィングにおける情報の拡散率に関して前年度までに構築したモデルの精密化を行い，その精

度を計算機シミュレーションにより評価した． 

感染症モデルの1つであるSIRモデルでは，人口は未感染（状態S），感染中（状態I），免疫保

持（状態R）に分類される．時刻t における各状態の人数を ( )S t ， ( )I t ， ( )R t とすれば，これら

に関する微分方程式を解くことによって，各々の時間推移を知ることができる．ブロードキャスト

通信における端末状態を，未受信（状態S），中継中（状態I），受信済（状態R）に分類すれば，

SIRモデルと対応付けることができる．ネ

ットワーク内の端末密度を ，転送確率

を p，第t ホップで中継端末の存在する
伝播面積を ( )A t とする．このとき，端末

の状態遷移は図1のようになり，差分方
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が成り立つ．全端末数をN とし，初期状態

を  (0) 1S N ， (0) 1I ， (0) 0R とす

る．1辺Lの正方形をネットワーク範囲と 
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図1．SIRモデルに基づく端末状態遷移 

次頁に続く 



調査研究実績 

の概要○○○ 

し各端末の送信距離を1とす

る．情報発信端末を範囲の中

央に配置し，残りの 1N 個

の端末をランダムに配置す

る．パケットが環状に伝搬する

と仮定し，状態I端末が存在す

る環と正方形の重なりとして

伝播面積 ( )A t を求める．この

際には，環状での伝搬を想定

し，端末密度 および転送確

率 pにより定義される関数を

用いた基準距離の概念を導

入する．前年度では，端末密

度 および転送確率 pの積

p を引数とする指数関数を

用いたが，本研究では，精度

を向上させるために，

Gompertz関数，シグモイド関

数，ａｒｃｔａｎ関数を用いてモデ

ルを修正した． 

端末数を  40,000N 個，

転送確率を  0.7p とする．

端末密度  8 （エリア長

 71L ），  4 （ 100L ），

  2 （ 141L ）に対する情

報の拡散率（状態R端末割合

( )R t )を図2に示す．計算機シ

ミュレーションの結果も併記す

る．図2より，Gompertz関数を

利用することにより，従前の指

数関数を利用した場合よりも

精度を向上させることが可能

であることがわかる．しかしな

がら，端末密度 が低い場合

では，まだ十分な精度を得る

ことができないため，更なるモ

デルの改善が必要である． 
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図2．状態R端末割合の推移（端末数  40,000N ，転送確率

 0.7p ） 


